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No.63 
 

都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は、みどり特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 
緑のネットワーク・まつど 

 
代   表 ：藤田 隆  

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

 

 

 

 
 

 2000 年、一気に動きだした松戸の里やま保全    

不思議なことなのだが、それまでバラバラだったも

のが、一気に同じ方向に動き出すことがある。松戸の

里山活動でいえば、緑のネットワーク・まつど（緑ネ

ット）が発足した 2000年前後がその時期にあたる。 

緑ネットが生まれる前、松戸の樹林地（または緑地）

保護を目的に掲げて活動していた団体は、４団体ほど

しかなかった。発足が古いほうから挙げると「千駄堀

を守る会」「江戸川の自然環境を考える会」「関さんの

森を育む会」「松戸の景観を考える実行委員会」とな

る。 

このうち、市民団体が直接に森の管理活動をしてい 

るのは「関さんの森を育む会」の１団体のみだった。 
 

 

同会を中心として「千駄堀を守る会」「江戸川の自然

環境を考える会」など７団体の参加でスタートしたの

が、緑ネットである。背景に、関さんの森にかかわる

都市計画道路の問題もあったのだが、松戸の緑をこれ

以上減らさず、残していこうというのが発足の目的だ

った。 

 同じ年に「関さんの森を育む会」の会員有志が「金

ケ作の森を育む会」を発足させる。関さんの森のよう

に、市民が民有林を世話する団体を増やしたい、とい

う思いからだった。金ケ作の森は現在、里やま応援

団・三樹の会が活動している三吉の森である。 

 一方、当時の行政の動きは、次のようになる。1998

年に「松戸市緑の基本計画」が策定され、2000年に全

面改定された「松戸市緑の条例」が施行され、同じ年

にこの条例に基づいて「松戸市緑推進委員会」が設置

される。また、樹林地や街路樹の保全を主務とする「み

どりと花の課」が誕生したのもこの年だ。さらに、2003

年には、市内の山林所有者による「ふるさと森の会」

も発足する。こんなことを言うと怒られるかもしれな

いけれど、行政にしては、実に素早い施策の遂行であ

る。 

 

「つながる」と「支え合う」が育ててきた「みどりの市民力」 

緑のネットワーク・まつど副代表／松戸市緑推進委員 高橋 盛男 

「関さんの森を育む会」を、松戸の里山活動の原

点だとすると、すでに 20 年以上の時が経つ。 

最近あらたに里山活動に関わり始めた方たちの

多くは、その生い立ちを知らないと思われる。そ

こで、これまで松戸の里山活動がどのように展開

してきたのかを少し整理し、ふり返ってみたい。 
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 そして 2003 年、緑推進委員会とみどりと花の課の

協働開催で「里やまボランティア入門講座」が始まり、

第 1 期の修了者により「里やま応援団 一起の会」が

誕生する。こうして、産声をあげて間もない松戸の里

山活動がどんどん成長していく。しかし、このような

かたちで入門講座、そして里やま応援団が誕生したこ

とは、当時においては実に画期的なことだった。 

 

  画期的な里山活動ネットワークの誕生     

里やま応援団は「ボランティア入門講座」から生ま

れ、入門講座は緑推進委員会の樹林地部会から生まれ

た。 

 当時、第３期にあたる緑推進委員会には、当会の渋

谷孝子さんと私が市民公募委員として在籍していた。

樹林地部会は、市内の樹林地保全の方策を考える作業

グルーブだ。行政が設置する諮問委員会で、実践をと

もなう部会活動が展開されるのもあまり例がない。 

 入門講座のアイデアと基本的な考え方は、渋谷さん

によるものだ。それを部会メンバーでたたき上げた。

ちなみに、のちにみどりと花の課の課長を務める島村

宏之さんが、事務局として部会を担当していた。 

今でこそ「市民と行政の協働」とか「官民パートナ

ーシップ」という言葉が、ふつうに聞かれるようにな

ったが、当時は言葉が先行するだけで、実態はなきに

等しかった。だが、入門講座の企画と実施については、

委員会の部会ということもあり、両者が対等の立場で

協議を進めることができた。地味なことのようだけれ

ど、画期的なのはこの部分。のちに入門講座を毎年続

けて開催していくうえで、この経緯がとても重要な意

味を持つ。 

 委員会と課の共催で始まった講座だが、組織的な立 

場上、同様のかたちで講座を継続していけないため、

翌年からは、３者協働で推進することになった。下の

図にあるのがその運営形態である。今でいう、入門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座の準備会を「協議の場」として、関わる組織がそ

れぞれの得意とするところを持ち寄り、実施していく

かたち。それが今日まで踏襲されているが、これもす

ごいことだ。 

 さらに画期的なことがある。2008年に「里やま応援

団連絡会」ができたことだ。 

 入門講座の修了者が団体を組織し、それぞれがフィ

ールドを持つようになるのが松戸の里山活動の特色

だが、別個に活動する団体同士による緩やかなネット

ワークができたのだ。当事者たちがどれくらい自覚し

ているかはわからないが、こういうネットワークが自

主的につくられたことが、この国の市民活動のなかで

はかなり珍しいケースなのである。同じ目的を持つ者

が「つながり合うこと」「互いに支え合うこと」が大

切だという意識がなければ、こういうネットワークは

生まれない。里やま応援団の諸氏が誇りとしてよいと

ころだと思う。 

 

 松戸の里山活動のすごさとこれから       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入門講座 

 

 行政との連携も含む里山活動ネットワークを基盤と

して、根木内歴史公園に公園ボランティアが導入され、

ステップアップ講座が始まり、「オープンフォレスト in

松戸」が生まれる。そんな経緯を踏まえると、松戸の

里山活動のすごさは次のようなところにあると思う。 

1.活動対象とする森が主に民有林である。 

2.オリジナルの入門講座プログラムを持っている。 

3.行政と連携して活動している。 

4.里山活動団体がネットワークを形成している。 

5.ネットワークをベースに新たなことに挑んでい

る。 

これらの中で、都市樹林の保全に限れば、1.の民有

林を主な対象にしている里山活動は、全国的に見ても

まず例がない。これも、松戸が他に自慢できるところ

だ。 
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さて、順風満帆な市民活動など、世の中にない。多

聞にもれず、松戸の里山活動もさまざまな課題を抱え

ている。このところ、毎期の緑推進委員会で話題にな

ることのひとつに、関連する団体や行政も含め、ここ

まで広まりをみせている里山活動を包括的に把握で

き、相互に支援し合えるような仕組みが、里山活動の

安定した継続に必要なのではないかというものがあ

る。今、松戸市は「松戸市緑の基本計画」の改訂作業

を進めているが、上記のような仕組みづくりを進める

手がかりを探るため、委員会内に「みどりのサロン部

会」を立ち上げた。 

1 月 13 日（日）北総線矢切駅 9 時 30 分、時折薄日

が漏れる程度で一段と寒さが身に染みる朝、24 人が集

まった。矢切駅前は昨年中に整備が終わり、電車・バ

ス利用者、歩行者の動線を確保した空間整備になって

いた。工事中、見当たらなかった水上勉旧居跡の石碑

が元通りに駅前に建っていた。 

バス通りを横切り、矢切神社へ向かう途中、奥山儀

八郎氏の工房の表札が目に入った。日本毛織（ニッケ）

広告部で版画によるポスターを制作するなど活躍し、

広告界に影響を与えた芸術家、さらに野菊の墓文学碑

建立にも尽力したことで知られている。 

矢切神社の手前の辻には、「矢喰村の由来」を記し

た碑、地蔵、庚申塔を集めた庚申塚があり、所狭しと

置かれた石碑の後ろに回り建立の年代を確かめる参

加者もいた。 

矢切神社は参加者各々が今年一年の健康と無事を

祈りお詣りした。拝殿屋根には彩色が施された鏝絵が 

描かれ、「波の長八」の流儀を汲んだ弟子による製作

と伝わっている。 

矢切神社から野菊苑、野菊の墓文学碑を訪ねた。野

菊苑は文学碑に隣接する展望台を兼ねた緑地で江戸

川、坂川、柴又、スカイツリー、富士山が一望できた。 

国府台合戦の主戦場となったとされる大坂を下り

ると、特別緑地保全地区の看板が立っていた。看板の

前で市役所「みどりと花の課」の方に説明をお願いし

た。 

松戸市役所では市内で残り少なくなっている樹林 

地を減少させないための方策を進めていること、矢切

の斜面林は「特別緑地保全地区」を指定し、市で買い

取りを行い緑地の保全に努めていることを紹介して

くれた。 

大坂から斜面林のハケの道を通り、坂川親水広場を

目指した。松戸の特産品矢切ネギの畑が広がっていた。

坂川親水広場は、広場のほかに遊べる空間や遊具が少

ネギ畑の広がる矢切の耕地 矢切神社の鏝絵を指さして 

松戸のみどり再発見ツアー48報告 

藤田 隆  

どういう仕組みが好ましいのか、またそれを運用す

る体制をどうするかも、まだ五里霧中だ。だが、差し

当たって、策定中の緑の基本計画に対して意見をいた

だくようなところから、里山活動の当事者として基本

計画の策定に関わってもらえないかと検討している。 

松戸の里山活動のおいたちや特徴・素晴らしい点な

どを再認識できたらと、また上記のような取り組みが

始まっていることから、今回本紙の特集として松戸の

里やま活動をふりかえってみた。松戸の緑を愛する皆

さまに、ぜひご助力いただき、緑の基本計画をより進

化したものにできればと期待している。 
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なく利用者も少ないようだった。 

親水広場で矢切の農地に関連した開発計画の話を

聞いた。農産物生産で利用されている農地を別計画で 

利用しようとする開発計画については考えさせられ

た。 

親水広場から矢切富士見台公園へ上がった。公園か

らの眺めが素晴らしいのに驚いた。外郭環状道路のト

ンネルの上が公園化したもので、野菊苑の展望との違

いを実感できた。 

最後にサポートセンターでふりかえりを行った。市

外からの参加者も多かったことから、矢切の斜面林に

なじみがなかったのではないかと思った。市内の参加

者は「矢切の斜面林、矢切の耕地は来てみないとわか

らない」、「生産緑地であり広大なみどりの土地である

ことが分かった。みどりが失われていくことに危機感

を覚える。」との感想が聞かれた。 

 

 

★松戸のみどり再発見ツアー49（観察学習会 65） 

「 」 
 

「第 8 回オープンフォレスト in松戸」の森めぐりツアーとして、新緑萌える春の森をつないで歩きます。 

森の中でじっくりと樹木や野草と向き合い、身近なみどりを楽しみましょう。 
 

 ９：３０～１２：３０（雨天中止）  参加費３００円（会員は 100 円) 

集合  新京成線 常盤平駅 改札口 9：30 集合  持ち物 飲み物 

問い合せ  090 – 2935 – 9444（高橋）     その他 歩きやすい服装でどうぞ 

 

会員の皆様、さくらの便りが届く季節となりまし

たが、いかがお過ごしですか？ 

5 月 11 日（土）15：00 ～ 松戸市役所前まちづ

くり交流室(通称テント小屋)にて、2019 年度総会を

開催いたします。事業報告・事業計画案、会計報告・

予算案など忌憚なく話し合い、次年度の計画を決め

たいと思います。皆様どうぞご出席ください。 

代表：藤田 隆   

第 8回オープンフォレスト in松戸 

市民ボランティアが関わっている市内 19か所 

の森が公開されます。 

「森の文化祭」は 4月 12日（金）～14日（日） 

「森の公開」は 4月 20日（土）～28日（日） 

詳しくは添付チラシをご覧ください。みどり薫る 

森の中で、可愛い花たちに出会えるかもしれません。 

子どもも大人も是非松戸の森を楽しんでください。 

実行委員会事務局：山下 正徳   

 

～しぜんのコラム 40～  

ニワトコヒゲナガアブラムシ 
 

早春の関さんの森。ニワトコの冬芽にニワトコヒゲ

ナガアブラムシが群がっていた。冬を越して受精卵か

ら生まれた“幹母”と呼ばれるメスが、せっせと子を

産んで増えているのである。しかも、生まれた子もす

べてメス。メスだけで交尾はせずに直接子を産む。天

敵が活動をはじめる前に、ひたすら数を増やしておく

というわけだ。 

 

ニワトコヒゲナガアブラムシとヒラタアブの卵  2019.2.25 関さんの森 

一方、アブラムシの集団の中に、白い細長い粒が見

える。ヒラタアブの卵である。 

ヒラタアブの仲間は、血を吸うアブ（虻）とは異な

るグループ。成虫は蜜や花粉を餌としており、植物の

受粉を助けている。また、幼虫はアブラムシを餌とす

るものが多く、その意味でも『益虫』と呼んでいい。

ヒラタアブのお母さんは、孵化した子が餌に困らない

ように、アブラムシの近くに卵を産んだのであった。 

アブラムシにとって、ヒラタアブは恐ろしい天敵。

卵はやがて孵化してアブラムシを襲うわけだが、アブ

ラムシはどうすることもできない。アブラムシが生き

残るためには、天敵が食べきれないくらいに数を増や

すしかない。だからアブラムシは、メスがメスを産み、

ひたすら数を増やしていくのである。 

(山田純稔) 
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市内に残された貴重な森を良好な環境として存続させ、未来の子どもたちに引き継ぐために、市民のみなさん

に身近な森を知ってもらい、楽しんでもらい、その素晴らしさを身近に感じて、森を守る意義や課題、活動などを

理解していただく機会として、２０１２年より実施してきた「オープンフォレスト in 松戸」。  

ボランティア仲間で知恵と力を合わせ、地元企業や事業所の協賛、地権者さんの協力と行政の頼もしいバック

アップをいただき、今年も実施されました。 お天気に恵まれない日もありましたが、期間中に森や会場を訪れた

方は延べ 1，710 人（うち子ども 470 人）、受け入れにかかわったボランティアは３９０人でした。 

                
 
                                 
 

 

都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は、みどり特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.64 

代   表：藤田 隆   

年会費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 
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期間中 各森それぞれに公開日を設定。 
春の柔らかい緑が、訪問者を待っていました。 

この森一番人気のバードコールづくり 

カントウタンポポ健在！ 

ターザンロープ 

希少な植物のご案内 

紙鉄砲作り 

21 世紀の森と広場パークセンターにて

開催。 森での活動の紹介、木製おもち

ゃで遊べるコーナー、恒例の草笛音楽

隊の演奏など、多くの方々に楽しんでも

らいました。 

ボランティア仲間の協力 

で集めた「松戸の森で見 

られるドングリの木の 

実物展示」は、まるでミニ 

自然博物館のようでした。 

ブランコ楽しいよ 

ドリルで穴あけ 

不思議なかたちのウラシマソウ 

 

力作の看板がお出迎え 

竹林の説明 

ポスターは今年も 

千葉大生がデザイン 

してくれました 
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バドミントン 

筍掘り 

森カフェ 

古墳にのぼる 

竹林の整備は大変です 

東松戸駅で集合し、4 つの

森をめぐりました。 

野馬除土手の説明 

最後は市川市のわんぱくの森へ 

野うさぎがいるんですよ 

 関さんの森と溜ノ上の森、２

つの森をめぐる「関さんの森観察会」は小

雨の中、訪問者を樹齢 

200年を超すキリシマ 

ツツジの花が迎えて 

くれました。 

・・・森によって楽しさは さまざま・・・ 

森のヨガ 

紙芝居 

キンラン 

花盛り 

シール方式のアン

ケートに答えてい

ただき、 来年の

オープンフォレス

ト開催に向けての

募金もお願いし

ました。 

 松戸市のイベン

トで、今年も緑推進委員会のス

タンプラリーの実施に協力。 

里山活動の PR もしました。 

里山応援団のブースでは、クラ

フトなどを楽しんで頂きました。 
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5 月 11 日 根木 

内小の家庭教育 

学級と近隣の小 

学生を含むボー 

イスカウトの 

101 名（うち子 

ども 62名）が 

参加しました。 

泥んこになりながら田植

え体験、アンコとキナコ

の搗きたてのお餅を食

べ、「楽しかった！」 

根っこの会の公園ボラン

ティア活動は 13年、田ん

ぼイベントは10回目にな

ります。 

 

 

 

 

 

4 月 14 日（日）9 時 30 分常盤平駅に参加者 16 人が

集まった。スタッフは 8 人。囲いやまの森へ向かった。

森に入るとシジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイスがさえず

り、コゲラの地鳴きが聞こえた。腐朽木が伐採された跡

が目立ち、大掛かりに伐採したことが伝えられた。森の

中にはハンモックや木登りができる広場があり、南側に

はステージが作られていた。周りはオオイヌノフグリ、

ホトケノザ、ジロボウエンゴサク、ムラサキケマンの花

がじゅうたんを敷き詰めたように咲いていた。 

石川家のそばを通って、野中の森に到着した。住宅地

に囲まれた森ということもあって、近所の人たちが利用

する通路が二本交差していた。土地を所有する石川さん

は「昔から使われてきた通路だから」とあえて通行を禁

止していないという。近所の皆さんは、ここを通りなが

ら森を見守ってきたのではないかと思った。 

野中の森のグループは昨年後半に活動を始めたばか

りで、今年度から本格的に整備を始めると意気込みを語

ってくれた。交通量の多い道のすぐそばに未整備の森が

あったことに少し驚いた。整備された部分と未整備の部

分の様子の違いなど、説明を聞きながら、振り返ると、

明るい緑に桜吹雪！！この景色を近所に分けたい気分

になった。 

ホダシの森では高齢者グループホーム「ひなたぼっこ」

との交流体験や日頃の幼稚園保育園との交流などのお

話を聞きながら、森の中でゆっくり過ごすことができた。 

住宅地にある森の樹木は太陽を求めて上へ伸び、その

結果、細い樹木が並ぶという特徴が３つの森に共通して

いた。 

21 世紀の森と広場に向かう途中、高木小学校の大ク

スノキを見学した。幹回り 5，6 メートル、高さ 24 メ

ートル、樹齢は 120 年を超えるといわれている。その

雄姿にしばし見とれた。ツアーの最終地点、21 世紀の

森と広場に到着し、森の文化祭とオープンフォレストの

案内をして解散した。 

住宅街で見られる花の名前を尋ねるなど、ゆったりと

した行程で歩くことができたのは何よりだった。「歩け

るかな」と不安がっていた男性も無事笑顔で到着し、満

足した様子が印象的だった。 

 
春爛漫 新緑の金ケ作の森を歩く 

     藤田 隆 

総会の報告と新年度のご挨拶 

                代表 藤田 隆 

5月 11日に総会を行いました。これまで行ってきた

夏季の再発見ツアーは昨今の夏の気候に鑑み、お休み

することにしました。 

今年度は森林環境譲与税によって、新たな取り組み

が始まろうとしています。みどりについて大きく動く

一年になると思います。今年一年もどうぞよろしくお

願いします。 

★松戸のみどり再発見ツアー50（観察学習会 66）   次号通信(9月上旬)を再度確認ください。 

「ヒガンバナ咲く里山風景から巨木の森へ(仮)」 
9 月 18 日(水)（予定）  ９：３０～１２：３０（小雨実施）参加費３００円（会員は 100 円) 

集合  新京成線 常盤平駅 改札口 9：30 集合  持ち物 飲み物、雨具 

問い合せ  090 – 2935 – 9444（高橋）     その他 歩きやすい服装でどうぞ 
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緑推進委員会の市民委員企画で開催 
 

「単なる説明会で終わらせるのは、もったいないよね」

「皆さんに声をかけるのだから、それを意見交換や交流

の場にもしたいな」。そんな会話が交わされたのは、松

戸市緑推進委員会「みどりのサロン部会」(以下、サロン

部会)でのこと。「松戸みどりのフォーラム」の企画は、

そこからスタートしました。 

 現在、松戸市は次期「松戸市みどりの基本計画」の策

定を進めており、緑推進委員会は市長の諮問を受け、計

画策定にかかわる意見を求められています。第 10 期の

緑推進委員会に設けられたサロン部会は、現行の基本計

画の 2008 年改訂時に位置付けられた「みどりの市民力」

の将来像を、どのように次期計画に反映させるかを検討

するワーキンググループです。 

 みどりの活動団体より「次の基本計画の策定状況を知

りたい」という要望があったこと、そして多様なみどり

関係の活動が増えていることから、計画策定作業の報告

と併せた交流会の開催が発案されたのです。 

 千葉大学園芸学部の 100 周年記念戸定が丘ホールを

会場に「松戸みどりのフォーラム」が開催されたのは、

6 月 29 日(土)。参加者はスタッフを含めて約 70 名。樹

林地保全、花壇づくり、公園活用、子どもの自然体験な

ど、参加・出展団体は 31 団体にのぼりました。 

 会場には、各団体の活動紹介パネルを展示し、まずは

「コミュニケーションタイム」。自由に会場をめぐって

展示を見て、当該の団体の方とおしゃべりを楽しんでい

ただく時間をとりました。 

 

会場を驚かせた学生たちの活動ネットワーク 
 

 プログラムのスタートは、園芸学部「みどりの回廊ワ

ークキンググループ」(以下、回廊 WG)の活動発表。回

廊 WG は、エディブルウェイやみんなの庭、援農、高齢

者宅の庭の手入れ、環境教育など、地域活動や地域ぐる

みの研究に取り組む学生グループのネットワークです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松戸で初の試み 

活動団体が一堂に会した 「松戸みどりのフォーラム」 

高橋 盛男 

   

                
 
                               No.65 
 

 

都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は「みどり」、特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ、豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

会場にめぐらせた活動紹介パネルを前に交流タイム 

 

学生たちも大人たちも互いの活動に興味津々 
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「そんな活動をしているのか」「すごい！」「えらい！」

と、参加者からは驚きと賞賛の声が上がっていました。

活動の内容については「みどりの回廊ワーキンググルー

プ」でネット検索してみてください。 

 

ジャンルを超えた活動のつながりに期待 
 

 みどりの基本計画の報告では、みどりと花の課の職員

が計画の対象となる市内の「みどり」を解説。現在、検

討中の基本方針を紹介しました。その基本方針とは「暮

らしを支えるみどりを築く」「ワンランク上のみどりを

つくる」「『みどりの市民力』を豊かにする」「みどりの

あるライフスタイルを楽しむ」の 4 つ。具体的な施策の

構築はこれからですが「どの方針も『みどりの市民力』

なくしては成り立たない。(みどりの活動では)全国的に

も評価の高い市民と行政の協働を、より大きく、強くし

たい」と語りました。 

 みどり関係団体の活動発表は、1 団体 5 分と短かった

ため、会場には「じっくり話をしたい」「もっと聞きた

い」という雰囲気が漂っていました。「このフォーラム

に参加して得たこと、新しい発見はありましたか？」と

いう問いには、参加者のほぼ全員が挙手。「たまに開催

してほしい」という声も聞かれました。 

 閉会前のあいさつをした緑推進委員会の柳井重人会

長は、策定作業の一環として行った市民アンケートの結

果、みどりの市民活動について、一般の認知度が低いこ

とに触れ「市民活動も縦割りの傾向があるのではないか」

と述べました。そして「これからはジャンルを超えた市

民活動の連携が大切になる。互いの活動を知り、連携す

ることで新しい何かが生まれる期待も高まる。このよう

なフォーラムを機会に、活動のつながり、広まりができ

ていったらうれしい」とあいさつの言葉を結びました。 

 

 
 
 
 
 
千葉県主催のちば里山スクールが 6 月 12 日（水）10

時からゆうまつど（松戸市女性センター）会議室で開か

れた。柏市、八千代市、船橋市からの参加もあり、参加

者 21 名に加え 16 名のスタッフが集まった。この里山

スクールは、地域の住民・企業・森林所有者が管理放棄

された森林の整備の担い手となることで里山を活性化

するという動きを支援するための事業である。 

当日は千葉大学大学院園芸学研究科の柳井重人准教

授、松戸里やま応援団の野口功代表二人の講義に加え、

午後から関さんの森で実習するプログラム。 

柳井重人准教授は「都市部の里やまの保全、利活用」

について、「都市部の里やまは年

を追うごとに縮小している。市民

が緑と暮らす豊かさが感じられ

る環境づくり、里やまボランティ

アが樹林地の保全活動をしなが

ら、地域の住民に理解してもらう

仕掛けが必要だ。」と話した 

次に、松戸里やま応援団の野口功代表が「都市部の里

やま活動とその課題」を講義した。松戸市のオープンフ

ォレストは今年で 8 回目を数え

た。4 月の一週間だけの短い期間

では市民に浸透するには不十分

だ。最近は家族連れの訪問が増え

て、少しずつ変化が見えてきた。

市内 18ヶ所の里やまフィールド

の連携を強化して次の一歩を踏

み出したい。どう未来につなげて

いくのかが課題だと結んだ。 

午後から実習として関さんの森を訪ねた。関美智子さ

んは、先祖から引き継いだ森を未来の子どもたちのため 

松戸の緑を未来につなぎたい 

ちばの里山スクール「都市の里やまを知る」 

藤田 隆 

「今日は新たな発見があった」とほぼ皆が挙手 

 

緑の基本計画とは 

都市緑地法に基づき、市町村における緑地の適正な保

全および緑化の推進に関する施策を、総合的かつ計画

的に実施するために策定する中長期計画。松戸市では

2020 年を目標年次とする基本計画を 1998 年に策定

(2008 年改訂)。次期計画の策定は 2021 年を目途とし

ている。 

 野口功さん 

柳井重人准教授 
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に残したい…と活動のきっかけを話し、関さん宅を貫

通する道路計画決定から、迂回案の市道開通、特別緑

地保全地区指定までの経緯を説明した。江戸時代から

続く関さん宅の蔵の古文書、古民具などを展示するエ

コミュージアムとして未来に残す試みも続けている

と結んだ。 

関さんのお話の後、森を観察し、意見交換が行われ

た。 

関美智子さんのお話を聞く 
 

森の観察 
 

里やまの所有者の思いへの理解、里やま保全に必

要な人材の掘り起こし、次世代の加入などについて

意見が交わされた。また、松戸市の「里やまボラン

ティア入門講座」を松戸里やま応援団の有志が企画

運営していることには大きな意味がある、などの意

見が出された。 

地権者さんのご理解とボランティアの頑張りと行政の協力によって、多くの市民が自然に親しむステキな体験をして

います。 オープンフォレストの後の里やま活動の様子を各森の活動報告やブログよりお借りして紹介いたします。 

5 月 8 日関さんの森で 2 年生 76 名が自然観察。 

5 月 9 日石みやの森で園児 45 名が初夏の森を散策。 

竹ポックリ、丸太渡りなどを楽しみました。 

5 月 11 日根木内歴史公園では根っこの会による 

田植え・餅つきイベントが開催され、五月晴れの 

もと 100 名を超す人たちが楽しく体験をしました。 

5 月 11 日秋山の森で Save The Green の「石窯ピザ 

in 秋山」は満員御礼！ボランティア手作りの石窯の 

出来栄えは Good! 

5 月 16 日石みやの森で園児 35 名が初夏の森を散策。 

5 月 22 日八ヶ崎の森に園児 44 名がやってきて、森の 

お話を聞いてから森の観察、モンキーブリッジや竹 

ぽっくりで遊びました。 

5 月 22 日関さんの森に毎月都内から電車に乗って 

やってくる園児は関さんの緑いっぱいのお庭で探険。 

見つけた筍を割ってみたり、木登りしたり・・・ 

5 月 23 日しんやまの森に年長さん 100 名、今年も 

やってきました。森の探検、ハンモック、丸太渡り、 

子ども達はフィールドいっぱいに広がり目一杯楽しみました。 

5 月 28日しんやまの森にやってきた年中さん 90名もいろいろ体験して

「また来たい」と満足な表情で帰って行きました。 
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★松戸のみどり再発見ツアー50（観察学習会 66） 

「 」 
 

秋の日射しに映えるヒガンバナを観賞し、里やまボランティアが活動する金ケ作の巨木の森で、癒しの一時を 

過ごします。森の中でじっくりと樹木や野草と向き合い、身近なみどりを楽しみましょう。 

 ９：３０～１２：３０（小雨実施）   参加費３００円（会員は 100 円) 

集合  新京成線 常盤平駅 改札口 9：30 集合  持ち物 飲み物、雨具 

問い合せ  090 – 2935 – 9444（高橋）     その他 歩きやすい服装でどうぞ 
 

～しぜんのコラム 41～  

ラミーカミキリ 
昨年 6月、関さんの庭のムクゲの木に、見たこと

のない美しいカミキリムシがいた。ラミーカミキリ

である。“ラミー”とは、イラクサ科の繊維作物で

あるナンバンカラムシのこと。ラミーカミキリは、

イラクサ科の植物やムクゲを食草としている。 

 

ラミーカミキリ 2019.7. 8 千駄堀 

今年の 6月 18日、再び関さんの庭でラミーカミ

キリを目撃した。さらに、千駄堀(21世紀の森と広

場)でも 7月 8日と 10日に目撃している。 

このように、昨年と今年になってラミーカミキリ

の目撃が続いたのは、温暖化の影響と考えられてい

る。そもそも、ラミーカミキリは外来種で、本来は

インドシナ半島北部から中国、台湾までが分布域。

幕末から明治にかけて、ラミーの輸入にともない、

おそらく長崎あたりに入ってきたのであろう。 

その後、分布域は北(東)に広がっていくのだが、

その地域は冬季の平均気温 4℃の線以南にほぼ一致

するという。国立環境研究所の「侵入生物データベ

ース」では、国内分布域の北限(東限)は東京都にな

っており、千葉県には侵入したばかりのようだ。 
 
それはそうと、今年の夏は異常に暑い。パンダや

ガチャピン似の、美しいラミーカミキリが見られる

のは楽しい。しかし、温暖化はすでに後戻りできな

いところまで来ているのでないか心配である。 
 

 (山田純稔) 

6 月 2 日、19 日、7 月 21 日野うさぎの森でまつど

あそびラボや読書応援団の皆さんが森で楽しく過

ごしたり七夕の竹の切り出しをしたりしました。 

6 月 4 日秋山の森で Save The Green 

の「初夏の森遊び in 秋山」では 

葉っぱじゃんけん、森の福笑い⇒⇒ 

など楽しい遊びがいっぱいでした。 

6 月 16 日みなみの森でこどもっとま 

つどの「自然体験教室」が行われました。 

6 月 25 日関さんの森で 2 年生の初夏の生き物探し 

6 月末から 7 月にかけて、七夕用の竹の切り出し、

流しそうめんイベントの応援など目白押しでした。 

学童クラブでの竹工作体験も大勢のボランティア

が応援しました。 

7 月 11 日芋の作の森で 

ヤマユリ鑑賞会 

7 月 22 日溜ノ上の森で 

「虫とあそぼう」実施 

7 月 26 日根木内歴史公 

園「虫ハカセになろう」 

8 月 1 日 21 世紀の森 

と広場の水鉄砲づくり 

イベントは里山 Q メン 

バーが大活躍 

8 月 4 日に関さんの森で 

8 月 7 日には野うさぎの 

森で、Let’s体験の中高 

生ら受け入れ 

 

この後も三吉の森 Let’s 体験受け入れ、森の子ども

館「流しそうめん」、根木内歴史公園「工作教室」な

ど、ボランティアの活躍で楽しい体験ができる夏の

イベントがつづきました。 




